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1　 は じめに

　昭和 46年度か ら，小学校，中学校及 び高等学校に お け る教育課程 の 改善が図 られ る こ と とな

り，それ に準ず る こ とを建て 前 と して い た特殊教育諸学校に お い て も，そ の 教育課 程を改善す

る必要が生 じた 。 特に 肢体不 自由養護学校で は ， 昭和 40 （1965）年頃か ら脳性ま ひ児 の 増加 と

障害の 多様化が顕現 し始め
，

よ りきめ細やか な
， しか も弾力性の ある教育的対応が切望 されっ

つ あ っ た。 昭和46 て1971）年3月養護学校 （肢体不 自由教育）小学部 ・、中学部学習指導要領

（以下，養 （肢）小 ・中要領と略称）が告示され ，同47 （1972）年10月に養護学校 （肢体不 自

由教育）高等部学習指導要領 も新しく告示 される。 こ の 一
次改訂要領 と新要領 は，同46年度か

ら小学部を皮切 りに逐年順次実施され る。上記 の 要領は，小学校，中学校及 び高 等学 校の 要領 ・

の 改訂や，養護学校教育の義務制の 実施等，障害児教育を め ぐる情況 の 多様な変化 に 応ず るた

め に再び改訂 される 。 同54 （1979）年 7月盲学校 ， 聾学校及び養護学校小学部 ・中学 部学習指

導要領 （以下 ， 養小 ・中要領と略称）並 びに同前高等部学習指導要領 （以下，養高要領と略称）

が 告示され る。 こ れ らの 要領は
， 小学部 の 同55年度を皮切 りに逐年順次実施に 移され る 。 本稿

で は ，上記要領適用時代を
， 特に 改訂要領時代 と呼称渉る 。 こ う した要領の 洗礼 の もと で ， 体

育教育が どの よ うな変容 を見せ たか等 につ い て 萌らかに して お くこ とは，肢体不 自由体育史を

よ り明らか に す る上か らも肝要な こ とと考え られ る 。

ll　 研究 目的 ・方法

　先 に述 べ た要領を初め
， 『肢体不 自由教育』及び各養護学校発行 の 研究紀要等の 報告並 び に

肢体不 自由教育史や 学校沿革史等を主要な史 ・資料 と して
， 改訂要領時代 の 肢体 不 自由体育 ，
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特 に教科体育中心 の実態 と
，

そ の 特質 の 一端を明 らか にす る 。

皿　結果と考察

　1．要領の
一
般的特微　　　　　　　　　　

・

　（1）養 （肢）小 ・中要領及 び養 （肢）高要領

　
一

次改訂 の 養 （肢）小 ・中要領
1）

と新要領で あ る養 （肢）高要領 m に は ， 次の よ うな共 通 の

特徴が見 られた 。

　ア ，小学部 ， 中学部及 び高等部の 教育目標が ， 小学校，中学校及 び高等学 校 の 教育 目標 と そ

れ ぞれ同 じで ある こ とを明示す る と と もに ，各部そ れぞ れに 「肢体不 自由に基づ く種々 の 困難

を克服す る た め に必要 な知識， 技能 ， 態度お よ び習慣を養 う こ と」 と い う独自の 教育 目標が加

え られ る。

　イ．教育課程の領域が
， 小学部及 び中学部 で は

， 各教科 ， 道徳 ， 特別活 動及 び養護 ・

．
訓練

（以下 ， 養訓 と略称）の 4種類に よ り， また高等部で は ， 各教科，養訓，各教科及 び養訓以外の

教育活動 の 3領域に よ っ て 編成 され る。

　ウ．学習が困難 な児童 ・生徒 の場合 に は
， 「小学部また は中学部の各教科の 各学年 の 目標お

よ び内容 に関す る事項の
一

部を欠 き ， またはそ の全部も しくは
一
部を各教科 （中学部に あ っ て

は，中学部の 各教科 に相当する小学部の 各教科を含む 。 ）の 当該学年 の 前各学年 の 目標お よび

内容に 関す る事項の 全部 もしくは
一
部に よ っ て 代え る こ とが で き る」 こ ととな る 。 ま た 高等部

に お い て も， 「各教科 ・科 目の 目標および内容に 関す る事項 の
一部 を欠 き，また は そ の

一部を，

各教科 ・科 目に相当す る養護学校 （肢体不 自由教育） 中学部の 各教科の 目標お よ び内容に関す

る事項 の一部に よ っ て 代え る こ とが で きる」 こ ととな る。

　 エ ．重複障害 の 児童 ・生 徒に っ い て は
， 「各教科の 目標お よ び 内容 に 関す る事項 の

一
部 を，

あわせ 有する障害の 種類に対応す る」他 の 養護学校 ， 盲学校及び聾学校に おける各学部要領に

示す 「各教科 の 目標お よび内容に 関す る事項の
一
部に よ っ て 代え る こ と」 がで きる こ ととなる。

また重複障害の 児童 ・ 生徒の うち ， 「脳性まひ等の児童 および生徒」 に っ い て は
， 「特例」 の

各教科 を示 し，これに よ っ て指導 が で きる よ う に な る 。 な お ， 「学習が著 し く困難 な児童 また

は生徒」につ い て は， 「各教科，道徳お よび特別活動の 目標お よび内容に関す る事項 の
一

部を

欠 き，養護 ・訓練を主 と して指導 を行な うこ と」が で きる こ ととな る 。

　オ ．要領の 「総則」 に 「体育」 の 項を新設 し
， 小学校 ， 中学校及 び 高等学校 と 同 じ く ， 体育

及び保健体育 の 重要性 と学校 の 教育活動全体を通 じて こ れを行な うべ きもの とし， 特 に体 力 の

向上 を目指 した指導 の 重要性が強調 され る 。

　カ．従来の体育 ・機能訓練友び保健体育
・機能訓練はそれぞ れ分離し，機能訓練は新領域の

養訓に 包括 され ， 体育及び保健体育は
一教科 として再び独立す る。

　キ ．授業時数 の 運用が
， 従来 よ りも弾力化さ れ る 。

　（2）臻小 ・ 中要領及び一
次改訂の養高要領に は ， 次 の よ うな共通する特徴が見られ た。

　ア ．従来の 要領の 編成形式や そ の 内容を整理 ・統合 し
， 特殊教育諸学校共通 の 要領 とな る 。

　イ．重複障害の 児童 ・生徒 に係る教育課程の編成 にっ い て は，よ りい っ そ う弾力 的に編成す

る こ とが で きるよ うに な る 。 そ の
一

は，精神簿弱を併せ有す る者に つ い て は，各教科 に替え て

当該各教科 に相当する精神簿弱者 を教育す る養護学校の 各教科を履修する こ とがで きるよ うに
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な っ た こ とで ある 。 前要領で は
， 各教科 の 名称を含め た代替が で きな い こ と に な っ で い た が

，

こ の 改訂要領で は ， 目標及 び内容に関す る事項の
一
部 の 代替は勿論，各教科そ の もの が代替で

き る こ ととな る 。 そ の 二 は ，学習の 著 しく困難な重複障害 の 児童 ・生徒に つ い て は
， 各教科等

の 目標及び内容 に関す る事項 の一部の 代替 は勿論 ， 各教科に替えて 養訓 を主 とした指導 がで き

る こ と とな る Q

　ウ．小学部と中学部で は，総授業時数の削滅等が ，また高等部で は
， 必修科目の 大幅削減及

び卒業に 必要な単位数 の削減等が そ れ ぞれ行なわれ る 。

　エ ．小学校 ， 中学校及 び高等学校 と同 じく， 従来 の 「総則」 の 「体育」 に ，　 「日常生活 に お

ける適切な体育的活動 の実践が促 され るよ う配慮 しなければな らな い 」が加 え られ ， 体育指導

の範囲が よ b拡大さ れ る 。

　オ．小学部低学年で は，小学校 と同 じく，合科的指導が十分で き るよ うに なる。

　カ．訪問教育に お ける教育課程 が位置づ け られ る 。

　キ ，小学校 ， 中学校及 び高等学校 と の交流教育を学校の 教育活動全体 を通 じて 積極的 に設 け

る こ と が 示され る 。

　ク。各教科に わた り特 に指導上配慮す べ き事項 と して
， 児童 ・生徒の 「運動機能 の 状態等 に

応 じ て 1 指導内容 を適切 に選定す る と と もに
， 補助用具や補助手段 の 活用を 図る こ と」 が 示 さ

れ る 。

　ケ ，高等部 で は
， 社会自立 を目捲 した職業 に係 る教育 の 充実が図 られ る 。

　 コ ，養訓 に つ い て は ， 「指導計画の 作成 と内容の 取扱 い」に関する事項が 精選 され ， 各学校

の 共通項目が 大綱的に示 される 。

　2．要領の 体育に 関する特徴

　（1）養 （肢）小 ・ 中要領及 び養 （肢）高要領

　通達要領で は
， 「指導計画作成および学習の 方針」 と して

， 体育 で 6項 目， 保健体育 で 7項 目

の配慮 すべ き事項が提示され て い た。 しか し，養 （肢）小 ・中要領及 び養 （肢）高要領で は
，

体育に お い て 9項 目，保健体育 に お い て 11項 （中学部） と10項 目 （高等部） の 配慮す べ き事項

が提示され る。 そ の配慮すべ き事項に は ， 次 の ような特徴が見 られた 。

　ア ．養訓と の 関連 を密接に 図 り ， 「肢体不自由 の 状態 の 改善を考慮 して 」指導す る必要性が

強調 される 。

　イ．運動機能障害 の重度 の 児童 ・生徒 に対する配慮事項が示 される 。 た だ し，そ の 配慮事項

は
， 各種運動   提侯と経験の 拡充 ， 並び に集団活動 へ の 参加の 奨励を指摘 した もの で あ っ た。

　ウ．健康管理 と安全管理 ，並 びにそ の 指導にっ い て の 配慮事項が示 される 。

　 エ ．中学部で は， 「体育 に関す る知識」及 び保健分野にお け る内容の 指導 ，高等部で は，

「体育理論」及 び 「保健」 に つ い て の 指導に関す る配慮事項が示され る。

　オ ． 「脳性 まひ等の 児童およ び生徒 に係 る各教科に つ い て の 特例」にお い て ， 体育友び保健

体育 に つ い て の 配 慮事項が 示 さ れ る 。

　（2）養小 ・中要領及 び養高要領

　養小 ・中要領及 び養高要領で は ， 「各教科 の 目標，各学年の 目標及 び内容並 び に 指導計画 の

作成 と各学年 に わた る内容 の取扱 い」 は，各部が対応す る小学校 ，中学校及 び高等学校各要領
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に準ず る もの と し，前要領の よ うな 「各教科に 関す る指導計画 の 作成 と各学年にわ た る内容 の

取 り扱 い 」に っ い て の配慮事項は，示 されなか っ た 。 ただ児童 ・生徒 の 「心身の障害の 状態及

び能力 ・適性等 を十分考慮する」 とい う一般的配慮 と ， 「運動機能の 状態等に応 じて ， 指導内

容を適切に濯定す るど ともに，補助用具や補助手毅の 活用を図 る こ と」 の 配慮事項が
， 従来 と

同 じ く示され ただけ で あ っ た 。 そ こ で ， 「昭和54年度盲学校 ， 聾学校及 び養護学校学習指導要

領 （小学部）趣 旨徹底地区別講習会説明資料」
3）

と 『養護学校 （肢体不自由教育） 学習指導要

領解説』
d）
を資料 と して ，両者を対比する こ とに よ り、そ の 要点の 変化を検討す る こ と と した 。

そ の結果 ， 養小 ・中要領にお ける小学部体育の 「指導計画 の 作成」 ，
「内容の 取扱 い 」 及 び

「指導上 の 留意点」 は ， 前の 養 （肢）小 ・中要領の大要をそ の ま ま継続 して い る こ とが認め ら

れ た
。

こ の こ とは，中学部及び高等部の 保健体育に つ い て も同様で あ っ た 。

　当然なが ら，
こ の継承は単な る継承 で は な く， 前要領 に おけ る重度化 ， 重複化 ， あ る い は多

様化 と い っ た こ と に 関する対応 よ りもさ らに そ れを強 めた継承で あ っ た 。 例え ば， 「重複障害

者に係る教育課程編成の 特例」　（養小 ・中要領第1章第2の 8）の ように ，よ りい っ そ う弾力化

が図 られ た規定 もあ り， 「訪問教育 に係 る教育課程編成の 特例」　（養小 ・中要領第1章第 2の 9）

の よ うに新た に強化され た規定 もあ っ た 。 こ う した規定に よ り，児 童 ・生徒の障害の種類や程

度，並びに発達段階に応 じて ， ド準ずる教育が可能な児童 ・生徒の 教育課程」 ， 「精神薄弱養

護学校 の 各教科で 教育する こ とが可能な児童 ・生徒の 教育課程」及 び 「養護 ・訓練を主 と して

教育を行な う児童 ・生徒 の 教育課程」等 ， 多様 な教育課程の編成が可能 とな っ た の で ある 。 な

お
，

こ の こ とと関連 して
， 合科授業 （学校教育法施行規則第 73条 の 11の 第 1項） や 統合授業

（学校教育法施行規則第73条 の 11の 第2項）に っ い て の 特例 もあ り， 多様な教育課程の編成 を さ

らに 強化 して い た 。

　こ うした多様な教育課程 の 促進 は ， 体育及 び保健体育の 指導計画 に もよ りい っ そ う の 多様化

を要請す る こ ととな り，
こ の 指導の多様化 は

， 肢体不 自由体育 自体を新 しい 段階へ と導い て い っ

たの で あ る 。

　 3．改訂要 領時代の体育及 び保健体育の 実態 と特質 一教科 と して の 体育を中心 に

　 独立 教科 と して再 出発 した体育及 び保健体育 （以下 ， 保健体育の名称を称略） の そ の 後の 歩

1

み は
， 他教科 と同 じ く障害の 重度化 ， 重複化 へ の対応 の歩み で もあ っ た と言 え るか も知れな い 。

こ うした対応 にお け る体育的な 実態と特質 に視点 を向けな が ら検討を加え て い くこ とに した い 。

　 （1）週授業時数

　 各校に お ける養 （肢）小 ・ 中要領告示後数年間の 時間割編成を概観す る と，体育 と養訓が 同
一

時間帯に組 まれて い るケ
ー

ス が多 く見 られた 。 例え ば，新潟県立新潟養護学校 ， 埼玉県 立熊

谷養護学校 ，
三 重県立養護学校 （以上，昭和47年度）

5）
の事例や

， 東京教育大学教育学部付属桐

が丘養護学校 （同48年度）
6）の事例等がある 。 山本昌邦

の も指摘 して い る よ うに
，

こ の こ とは ，

「体育 ・機能訓練」時代の 方法が なお存続 して い た こ とを示す事象の
一

っ で あ っ た 。

　 昭和50年代 に入 る と
， 全国 ある い は地区 ごとの 毎年度開催さ れた諸研究会を通 じて の 研修 や

討議 の 積み重ね に よ り，漸次体育と養訓が 時間割上一線を画 して 編成され る よ うに な る 。 そ の

体育 の 週授業時数は
， 多様で あ っ だが ，概して 言えば，併設校く独立校，重度障害く軽度障害 ，

低学年く高学年，小学部く中学部く高等部 とい う傾向が見 られた 。 また 同 60年 代の 初 め に は，
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小学部 の 90％弱が週 1〜2時間，中学部 の 85％が週 2〜3時間，高等部の 65％弱が週 3時間及び

25％が週2時間を編成 して おり，
こ うした週授業時数が定着傾向を示 した 。

　なお ，学習が著し く困難な重度 ・重複障害の 児童 ・生徒に対す る教育課程問題で あるが ， 昭

和40年代の 終わ り頃か ら同50年代 に か けて
，

こ れ らの児童 ・生徒に対 し
， 特例 を適 用 した養訓

中心 の 教育課程や，保育所 ・幼稚園教育型 の教育課程が編成され る 。
こ れ ら の 教育課程で は，

体育的な指導 は
， 「健康」 ， 「か らだ」及 び 「遊 び」 と い っ た領域で 統合的に 指導 され る の が

一
般的で あb た 。 従 っ て ，教科として の 体育 は ， 時間割上に は現われて 来なか っ た 。 大阪市立

光陽養護学校重複障害学級や大阪市立安立小学校重度肢体不 自由養護学級 （以上 ， 昭和48年

度）
9）を初め ，東京都立小平養護学校武蔵分教室 （同54年度）

1°）
， 大阪府立堺養護学校小学部低学

年 （同60年度）
11）

の 教育課程等，多 くの事例 を挙 げる こ とが で き る。

　 （2）　｝旨導 目標

　各教科及 び各学年 の 目標 は
， 例え ば，養 （肢）小 ・中要領に お ける小学部 で は

， 小学校要領 、

第二 章第
一

節か ら第八節に示す もの に準ずる もの とされ て い た
。

・
また学習が困難 な児童及び重

複障害の 児 童に っ い て の 各教科 ・各学年 の 目標 ・内容は，養 （肢）小 ・中要領第 1章総則 の 第2

教育課程
一

般の 4及び5の 規定に よ り， 下級学年 ， 他障害児学校 に係 る要領 ， 脳性ま ひ 等 の 児童

の 特例，養訓を主 とした指導特例等が適用 され ， 弾力的に取 り扱 う こ とが で きる こ と に な っ て

い た 。 なお ，特に体育に っ い て は ， 体育 は ， 「健康で 安全 な生活を営むの に必要 な習慣 や態度

を養 い
，

心身 の調和的発達 を図る」 も の で あ り， 「学校の 教育活動全体を通 じて 適 切に行 な う

もの 」 とされ
，

「体力の 向上」 と 「健康 ・安全 の 保持増reliも一方で 強調 され た 。

　昭和50 （1975）年前後か ら， 障害の 重度化 ， 重複化が顕著 とな る 。 発達年齢の一歳前後の 児

童や寝た き りの 児童 さえ も就学す るよ うにな る 。
こ こ で は，こ れ らの重度 重複障害児童 ・生

徒の 体育的な指導を中心 に，そ の指導目標 に係わ る新 しい動向に っ い て概観す る こ とと した い
。

　 ア．体育観の 拡大 ・深化 一生命 の維持 ・生 きる力の増進

　 昭和40年代の終わ り頃か ら，重度 ・ 重複障害教育の 本質 に係わ る生命問題 に 触 れた論稿 が ，

雑誌 『肢体不自由教育」等に報告され る よ うに なる。 そ の 論稿の
一

部を以下 に掲げて みた い
。

　 「私た ち はすで に
， 社会 に 出る前に死亡する こ とを運命づ け られた障害に おいて

，
そ の 教育

が社会 に 出る ため の 準備 とい う意義を もたな い こ とを知 っ て い る 。 彼 らに と っ て教育 とは
， 明

日に役だたせ るた め の もの で はな く，そ の 日そ の 日 の教育 こ そ彼 らの人生の すべ て で ある 。 重

症脳性 マ ヒ児の教育の本質 も
，

こ れ らの 事実を背景と して
， 新 しい観点か ら求め な おす必要 が

ある 。 これはまさに ， 新 しい教育 で ある 。 」　（原 田政美）
IZ）

　 「た と え どれだ け重 い 障害児で あ っ て も ， す べ て の 子 ども に教育を受 け る権利を保障 し，ひ

とりひ と りの人間をた いせ っ に する と い う立場で ，こ の 教育 は進め られ な くて は な らな い
。 生

命が あ るか ぎり人間は何か に ふれて 感 じる 。 どん な重 い障害児に も教育 の可能性はあ る 。 生き

る こ と の すば らしさを知 る こ とが教育 で あ り， 生 きて い くこ と自身 に大 きな教育的意義 を見 い

だす こ とが で きる。　（中略）身辺 自立 とい うこ とが，肢体不自由教育 だけで な く，そ の 他の 特

殊教育 に お い て もた い せ っ な 目標 の
一

つ で あ っ た。 重度肢体不 自由児には，それ に加え て ，い

や ， 変わ るべ き教育 目標として
， 生 きぬ く力を加 えた い

。 こ こ に重度肢体不 自由児の 教育 の 意

義を み つ ける こ とが で きる 。 」（家木幸
一
）

13）
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　　　い ずれ の 報告 も，こ の教育 の根幹 に係 わ る問題 に触れた報告で あ り， 児童 ・生徒
一

人 ひ と り

　　の生命の維持 と発展に こ の 教育の 目標を設定すべ きだ とす る
， 従来見 られ なか っ た新 しい 目標

　　で あ っ た 。
い み じ くも， 現場 の関係者 の 聞で も， 「重 い子 ど もの指導 の ね らい に は ，

い か に生

　　命を維持さ せ て い くか と い う こ と と，い かに人間らし くさせ て い くか と い うこ との 二 っ が ある。

　　」
14）等，新 しい 目標論に 同調す る人 たちが漸増 しつ っ あ っ た 。

　　　こ の 生命問題の 登場 した 背景に は
，
上記 の 報告事例で もうかがえ る よ うに

， 重度 ・重複 障害

・　 児の心身発育 ・発達の 顕著な遅滞 ・停滞を初 め，顕著 な病弱性や虚弱性があ っ た の で ある 。 以

　　下 ， 若干の 具体例を挙げ，体育 との 係わ りを検討す る 。

　 ［高知市立三里 小学校 ・国立高知療養所 つ く し学級］　 （昭和49年度）
t5）

二 同学級 の 指導方針

の 一つ に
，

「生 き る喜び と希望を絶えず失わ な い で
，
生命の 尊厳 た い せ っ さを 自覚させ て い

く」 があ っ た 。 指導内容は，教科 （生活，国語，社会，理科）及 び，野外学習等 で あ っ た 。 こ

の 野外学習は， 「遊 び，散歩，ゲ
ー

ム 」 「日光浴」 等で あ り，そ こ に は，健康 の 保持 ・増 進 を

ね ら っ た体育的な活動が見 られた 。

　 ［京都府立丹 波養護学校亀岡分校み の り学級］　 （昭和53年度）「e＞
： 同学級 の 教育 目標 の

一
っ

に， 厂力 い っ ぱい生 きよ うとする子」 の育成があ り，
ま た教育課程編成の基本理 念の

一
つ に

，

「生命を守 り育て
， 健康の 維持増進を は か る」が あ っ た 。 学習領域 と して

， 「か らだ
，

し ごと
，

ふ れ る ・え が く ・ っ くる
， うた ・リ ズ ム

，
み る ・ き く ・ は なす ，

かず ・ か た ち」 の 6 領域が 設

けられ，上記 の 理 念 は， 「か らだ」領域 で実践 に 移され た 。

’
最重度の 「くま グル

ープ」 に お け

る 「か らだ」 の 目標は， 「太陽にあ て ，大気に ふ れ させ ，抵抗力を っ け る」 ， 「す わ る，腹ば

い に な る等 ，
い ろ い ろな姿勢で がん ば る」 ， 「自分の 力で 寝返 りや移動が

， 少 しで もで きる よ

うに な る」等で あ っ た 。

　 ［東京都立小平養護学校武蔵分教室 ヒ ヨ コ グル
ー

プ］　 （昭和58年度）
17）

： 同グル
ープ の 指導

目標の 一っ に
，

「生命の 維持 と健康の 増進 を は か る」 が あ っ た
，

こ の 目標を達 成す る た め
，

「（ア ）楽 しい
一

日を過 ごす 。　（イ ）病気 の 早期発見 ・ 予防 に 努 め
，

ベ
ッ ド生活を短 くする 。 （ウ）

生 きて い くため に必要な力を育て る。 （中略）（エ ）気候の 変化に適応 で きるか らだをつ くる 。

（後略）」等の具体的目標が掲げられ て い た 。 同グ ル ープ の教育は，健康，生活，訓練及 びあ そ

び の 4領域で 行 なわれた。 健康領域で は
， 「外気浴 ・

日光浴 ， 乾布 ・冷布 ま ぎっ ，プ ール ・水 ・

あそ び
， 散歩 （外で の授業）衣服調整」 が

， あそ び領域で は ， 「人 との 関わ り」を もつ あそ び
，

「手」の機能に 関連する あ そ び及び 「体」 を動 か すあそ び が主要 な活動内容で あ っ た 。 こ の

「体」を動かすあそ びで は， 「洗濯体操 ，
ト ン ト ン 体操 ，

バ ラ ン ス ボ ー ド
，

ト ラ ン ポ リン 」 等 の

全身運動が 指導され た 。

　以上の 事例 も示すよ うに
， 重度 ・重複 障害教育 の現場で は ， 生命問題 に係わる指導 目標 が 設

定され，そ の具現化の ため の指導内容や指導方法が模索され っ っ あ っ た の で ある。 そ の 指導 の

中核 に な っ た領域 は ， 「か らだ」 ， 「あ そ び」及 び 「健康」 の 各領域で あ っ た 。

こ れ らの 領域は；生命の 維持と発展を指向し た消極的ある い は積極的 な活動 ， 換言す れ ば
， 保

健的活動ある い は体育的活動を主要な活動内容として い た 。
こ の よ うに ，生命問題を目標 と し

た学習活動 に保健的 ・体育的活動が深 く係わ る こ とは
， 従来見 られなか っ た新 しい 教育事象で

あ り， 体育観の拡大 ・ 深化と も言え る事象で あ っ た 。
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　 イ．発達保障思想 の 導入 と普及

　発達保障問題が障害教育で 初め て 登場した の は，昭和36 （1961）年近江学園 （学園長糸賀
一

雄）に お い て で ある 。

Is）
同42 （1967）年全国障害者問題研究会が発足 し， 「発達 を正 しく保 障す

るた め の 実践と理 論」 の 自主的 ・民主的研究が開始され ，
19）

こ の保 障問題 は，同40年代半ば 頃

か らの 重度化，重複化傾向の強ま る中で 普及を早めて い っ た の で ある 。

　 こ の 発達保障思想 には ， 4っ の 視点が 内在 して い た 。 すなわ ち，「第
一

は ， 子 どもを理解す る

と き
， 単に何か が 『で き る』よ うに な る面だ け で はな く，同時に そ の 内面化に よ る人格 の 形成

・

に着目する視点」 ，
「第二 は

， 障害児 の 発達の す じみ ちを入間発達 の 普遍性 の な か に 位置 づ け

る とと もに，各発達段階固有の 価値を認め る と い う視点」 ，
「第三 は ，（中略）発達 をす べ て の

子 ど もの 無差別平等な権利と とらえ る視点」 ，「第四は，こ の よ うな立 場か らの 子 ど も へ の と

りくみが，実 は障害児の人間的発達の 可能性を発見する い となみ で あ り，そ れゆ え に，そ こ で

得 られ た障害児観や人間的価値に っ い て の 発見を社会 の なか に うち立 て て い くこ とは，社会 の

変革を 内側か ら担 っ て い くこ とで あ る とい う視点」で あ る 。

2°）
勿論 J こ う した視点 に 立 つ 発達

保障論に対す る批判は
， 例え ば ， 助川暢の報告

2D
の ように

，
な い わ けで は なか っ た が

，
こ の 思

想 は J 昭和 50 （1975）年前後か らの 重度 ・ 重複 障害教育 の 発展 に大 きな役割を果た した 。 特に

それは，養訓的教育にお い て で あ っ た。

　周知の よ うに
， 発達の 筋道 に関 して は

， 各種の 所見が既 に報告 されて い た わ けで あ り ， 具体

的指導 目標を設定す る に当た っ て は
，

それ らの 諸所見が対象児童 ・生徒の 実態に即 して 適用 さ

れた 。 また
一方 ， 開発 された発達段階をと らえ るため の 内外 の 検査法を用 い て の 診断も行なわ

れ ， 発達 の レ ベ ル や っ ま づ き ・ひ ずみ等が明 らか に さ れた 。 こ の両者 に よ る目標設定 の 手法は ，

関係誌等 に よ る啓蒙や各種研究大会等を通 じて の研究の 積み 重ね を背景 に
， 昭和50年代 に 入 り

漸次定着 して い っ た の で ある 。

　 こ う した発達保障論の 立場に立 っ た と思われ る体育的な指導の 実践事例 の 若干 を以 下に掲げ

て み よ う。

t

　［京都府立 向日が丘養護学校］　 （昭和48年度〜同50年度）
2D

： 同校は ，「肢体不自由児の す べ

て が参加で き る種 目 ・ ル ール の創造 。 発達要求と して の 身体活動要求を満足させ る に とどま ら

ず ，
い の ちを守 り，い の ちをっ よ め る実践をと お して 生 きる力を身に つ け ，

さ らに 体育文化 ・

運動文化の 創造発展に寄与で きる子 ど もに育て る」 目標 を掲げ，実践研究 を推進 した。

　 ［京都府立丹波養護学校亀岡分校み の り学級］（昭和 53年度）
za）

： 同学級で は，「発 達援助に と

りくむ上で の 指導上 の 視点」 の
一

っ に ， 「人間は ， か らだを よ く動か す な か で 発達 す る」 を挙

げ，「か らだ」 と い う領域を設 けた 。
こ の 「か らだ」 の ね らい は

，
「医療関係者 と共に ，生命を

守り， 子 ど もの生 き よ うとす る力や展望を育て
， 健康の 維持増進を は か る こ とを基 本に すえ な

が ら， 障害や発達課題 に応 じて
， しっ か り身体 を動か し

， 体力をっ け，運動機能の 向上を は か っ

て い く」 こ と に あ っ た 。

　［山形県立上山養護学校ゆきわ り分校重度 ・重複学級及 び重複学級］ （昭和 55年 度）
za）

： 同学

級の 指導目標は，「
“
そ の 子 の 発達段階に応 じた発達環境を設定 し

”

，
“

そ の 子 に最 も必要な

領域か らはた らきか けて や る
”

と い う発達 の 理 論」 に立脚 した もの で ，そ の 第
一

は ，「人間 と

して
， 可能な限 り ， 全面的に成長させ る こ と」で あ り ， 第二 は

， 「生活経験 の拡大を期 し
， 生 き
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る よ ろ こ び （生 きが い ）をみ っ けさせ ，生活をよ り人間 らし い豊か な も の に 向上 させ る こ と」

で あ っ た 。 具体的に は，例 えば
， 生活学習 と して の 運動会 の 目標 は，「運動会 に参加 し， 生活経

験をひ ろげる」 こ と で あ っ た 。

　［柬京都立江戸川養護学校］ （昭和 50年代前半）
25）

： 同校体育担当の 白石 は，「脳性 マ ヒ児 の 発

達 と障害 ， 個々 の 生徒 の 障害の 現われ方 の特徴 をっ か み ， 障害を単に 症状や状態 を して の み と

らえ る の で は な く， 人格を と り こ む ひ と っ と して 考え ，変化，発 達 して い く」 も の と と らえ ，

「健康を維持 し
，
生命 を強め る こ とと，意欲的に 自分 の や れ る 動 きを す こ しで も拡 げ て い く」

こ とを目標 に掲 げて 指導 した 。

　［神奈川県立中原養護学校小学部高学年重度 ク ラ ス ］ （昭和56年度）
26）

： 同ク ラ ス で は，「少 し

で も一
人ひ とりを生かす こ と の で きるよ うな，また

， 生 き生 き と活動で きる よ う， 更 に次の 発

達段階へ の 新しい力を身につ け られる」 よ うな授業 をね ら い の 一
っ に して い たρ 「笑顔で 」 ，

「楽 しん で」 ，「めあ て に そ っ て 」，「い ろ い ろな道具や材料 を使 っ て 」，「他 の人 とか か わ りを

もち なが ら」 ， 「努力 した り工 夫 したりして 」 ，
そ れぞ れ活動す る こ とが

， 「発達 ， 変容 に 結 び

つ く」 も の と考え て い た 。 例え ば，「朝 の 会 の 授業」 は，「子 ど もが喜び，い き い きす るよ うな

体育的
， 音楽的塗要素を中心 に組み 立 て 」た学習で あ っ た 。

　以上，現場で の 若干の 事例を挙げたが i こ の 事例 も示す よ うに ，総合的な領域 で あ っ て も，

発達保障思想に支え られ た体育的な学習活動が様々 な形で 取 り入れ られ て い た の で ある 。

　 ウ．目標 の 個別化

　生命や発達に係わ る教育観 は
， 障害の 重度化 ， 重複化 の傾向が 強ま る課程 で

， 個人 の 尊厳 を

基底 と して 発展 した も の で あ る 。 従 っ て ，こ う、した教育観を背景に した指導 目標は ，健常者対

象 の教育に見られ る よ うな 「あ らか じめ考え られ た集団 的目標」 で は通 用 しな い
。 そ れ は，

「各 自の 現在 の 心 身の 状態や発達特性 な どを原点 （出発点）」 と した 個別化 され た 「到達 目標」

で あ らね ばな らな か っ た 。

a7＞
例え ば ， 以下 の よ うな実践事例か らもこ の こ とが うかがえる 。

　［長野県立諏訪養護学校］（昭和53年度）
pm）

： 同校小学部5 ・6年 の フ ッ トベ ース ボ ール の 体育

指導で は
，
「蹴る」 ， 厂キ ャ ッ チ す る」及び 「投げ る」 に っ い て

， 各技能段階が 設定 され
，

しか

も22名の 児童一人ひ とりに対 して ，こ の 単元 に おける 「ね らい 」が設 け られて い た 。

　［山形県立上山養護学校ゆ きわ り分校中学部 ・重複学級］ （皓和 55年度頃）
「e）

： 同学級に お け

る運動会を題材と した生活単元学習で は，単元 目標は勿論の こ と
， 各時間毎に全員に係わ る目

標 と個人個人の 個別 目標が 設 けられて い た 。

　 ［東京都立小平養護学校］（昭和56年度）
se）

：伺校中学部2年 の 球技指導は ， 毎年開催 され て い

る校内球技大会に 向け て の も の で あ っ たが
，

こ の 指導に は
，

「学年 の ね ら い 」 や 「個人 の ね ら

い」が細か く設定 されて い た 。

　 ［高知県立高知若草養護学校］ （昭和 61年度）
31）

： 同校小学部 B グル
ー

プ の 学習 は，「生 活面，

生活単元学習 （理 ・社 ・造形） ， 自然，体育，リズ ム ，こ くご
，

さん す う」 で あ っ た 。 こ の 体

育指導で は，例え ば，「全身機能の 発達促進 さす」 ， 「自制心をっ けみ ん な の 中で ゲーム に 参加

で きる」 ，「脚力 の 強化を はか る」 ， 「持久力をつ け る」等の 「個人目標」が具体的に設 け られ

て い た 。
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　これ らの指導上 の 個別目標 は，決して非科学的な方法で 取 り上げ られた もの で は な く，細か

く階て い 化 さ れ た各種 の 科学的 な発 達 段階表 に
一

人 ひ と りの 諸実態が 照合 さ れ設定 さ れた

。

鏑 ）

当然な が ら， ある段階に おける目標が達成 されれば ， 次段階の 高次な 目標が順次設定され

て い っ た 。
こ の よ うな指導 目標の 個別化は，昭和 50年代 に入 っ て重度化 ， 重複化 の 強 ま りと並

行 して
一

般化 し
， 単な る 目標の 個別化に終わ らず ， 内容 も含ん だ 「個人教育課程押 編成 へ と

発展 して い っ た の で ある 。

　 エ ．体力向上 の 強調

　要領が改訂 され ， 小学校 ， 中学校及 び高等学校 の各要領 に準 じ，「体力の 向上」が強調される。

　体力の 概念 に関 して は，い ろ い ろ な と らえ方が あるが1一
般的 に は，「体力は身体 の 形態 （体

格体形）と機能 （器官や臓器別）を基礎 と して
， 環境の 変化 に対 して健康を維持す る防衛 的能

力 （物理化学的環境要因，疾病原 因 ， 生理 的 ・心理 的 ス トレ ス に対する抵抗力）や環境 に対 し

て 積極的に働きか ける行動的能力 （筋力，運 動の 持久性 ，

・巧緻性等） と し て 発揮 され る」
3fi）

も ，

の と と らえ られ て い る
。 肢体不自由教育で は

， 児童 ・生徒 の 障害の 程度に よ り体力つ くりに違

い が見 られた。っ ま り，障害 の 軽度 ・中度の 児童 ・生徒に対 して は
， 先に述 べ た行動的能力の

向上が ，重度 ・重 複児 童 ・生徒に対 して は，防衛的能力 の 向上 が
，

それぞ れ重視 された 。 な お
，

後者に っ い て は，彼等が もつ 病弱性や虚弱性 と係わ っ て ，「病気 に対 して の 抵抗力 を っ け る」
es）

「防衛体力を高め る押 等 に見 られる よ うに
，

こ れが当初か ら体育的な 学習活動 の 主要な 目標の

一
っ に掲 げ られ て い た 。

（3）　指導内容

　指導内容 は
， 障害 の 種類や程度 に よ っ て 異 な る 。 律 っ て

，
こ こ で は，軽度障害児童 ・生徒 中

心 の学習 （重度障害，軽度障害児童 ・生徒の混合学習 を含む）と重度 ・重複障害児童 ・生徒 の

学習に大別 して 検討す る 。

　 ア　 軽度障害児童 ・生徒中心 の 学習に お ける指導教材 と年間指導計画

　昭和 50 （1975）年前後 の 指導教材 の 概要 は
， 大阪市身体障害者 ス ポ ー

ツ セ ン タ
ー実施 の 同 50

（1975）年 の 調 査38に よ り ，
ほ ぼ そ の 全 容を知 る こ と が で き る

。
こ の 調 査は

， 「重 度 肢 体不 自由

児 の 在籍する養護学校や特殊学級に おける体育 の 実情に つ い て調査 した」 もの で あ り，そ の 結

果は ， 次の とお りで あ っ た 。 指導教材は，ス ポ
ー

ッ （93，3％ ，以下，％を省略） ， 体操 （6．7） ，

ダ ン ス （0．03）　で あ り，
ス ポ ー

ッ 教材の 内容 を運動領域別 に 見る と
， 球技 （80．6） ， 格技 （7．5）

， 陸上競技 （6．8） ， 器械運動 （3．1） ， 水泳 （2．1） で あ っ た 。 また そ の 球技 に つ い て 言え ば ，

野球型 （21．3），サ ッ カ
ー型 （20．9） ，

・バ レ
ーボ ー

ル 型 （15．7） ， 卓球型 （12．2）， ド ッ ジ ボ ー

ル 型 （9．1），ボ ーリ ン グ型 （7．8），バ ス ケ ッ トボ ール 型 （6．5），
ゴ ル フ 型 （3．9） ，

テ ニ ス 型

（2．6 ）で あ っ た 。
、こ の 調査報告は，小学部，中学部及 び高等部に おける各学部 の 内容や重度 ・

重複児童 ・生徒対象の 内容 を明 らか に して い な い 。 しか し，次 の 年間指導計画あ事例 も示す よ

うに，た とえ こ うした要素が介入 して も，こ の 頃の 指導教材の 中心 は
， 球技で あ っ た と言え る

だろ う。

　［愛知県立名古屋養護学校］ （昭和48年度）
ee）

； 中学部 （学年別）4〜 6月徒手体操 ， 器械体操 ，

ソ フ トボ ー
ル

，
7月 ・9月 ソ フ ト ボ ール

， 水泳 ，
10〜12月運 動会種 目練習，バ レ

ーボ ー
ル ，サ ッ

カ ー
，1〜3月格技 （男） ， 創作ダ ン ス （女），フ ォ

ー
クダ ン ス
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［長野県立諏訪養護学校］（昭和52年度）
A°）1

年間指導計画
．
表 （表 1）
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．
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．
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ス
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力
定

体
測

力
定

体
測

力
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体
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ム

．

卜
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一
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ベ

ボ
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［
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ベ

ボ

ジ
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ツ

一．
ド

ボ

休
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月
「
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仏ゲ

ジ
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ツ

【

．
ド

ボ

ジ
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ツ
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ボ

ジ
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ツ
｝
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ボ
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鱇
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動

小
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小
三
・

四

小
五
・

六

中

高

［青森県立八戸第一養護学校］（昭和52年度）
41）

年間指導計画表 （表2）

学部

　　　　　　 月
学年 r

　　．学級
45 678 ．9101112123

重 A ．（1年）
重 B （1年）

● ご っ こ雌び

●模 傲　 〃

● リ琴ム ”

● マ ツ ト運動

● 障害物競争　　　　・
● 円形 ドツ ジ ボール ● ボ ー

ル 遊び　　　」
．
●室内ゲーム

重
．
C　 爭

D 　票
　 E

．
琶

● 円形

　ド ッ ジ ボ ール

●ペ ー
ス

　 ボ
．一ル

● マ ット運動　　　　　　● リズ ム遊 び

■ とびば こ
．
（器機 運動）　　 （模傲 ・体操）

● 室内ゲ ーム

小

学

部

軽 1年
　 2 〃

　 3 〃

●たいそ う

●かけ っ こ

● おに遊 び

● 円形 ドツ ジボ ール
●座 位野球　　　　　「

●マ

．
ッ ト運動 ● リズ ム遊 び

●ホ ッ ケ
ー

軽 4．年
　 5 〃

　 6 〃

ゴ

● 野球 （室内 ・外） ● マ ッ ト運 動 ● ポ ートボ 亠
ル ●サ ッ カー

、．

● ホ ッ ケ ー ●卓球

重A
　 B
　 C

o器械運動
● ス ィ

ー
リン グバ レ 「 ボ ー

ル

（天井か ら吊 したバ レ ーボ
ー

ル ）

● ロ
ー

リン グ

　 ハ ン ドサ ッ カ ｝ ● ホ ッ ケ ー● 相撲

．
● リズ ム

　蓮 動
中

学

部
軽 1年
　 2 〃

　 3 〃

■陸上

　　　　　　L
● バ

レ
ー

ボ
ー

ル

　 （6人制）
・

● 水 泳

（理　 論）

（ス ライ ド）

● ハ ン ドボ ー
ル ● ホ ッ ケ

ー● 雪上サ ッ カ ー
尸

● ダ ン スー

F
  時数 小1重一1時間，ほ か は2時間 （週） 中学は体育1，保健は各学 年1時間ずっ ，た だ し重複 は な．し。　　　　　　　　　　　1
  中の ABC は 男子だ け5名で ある 。

  小 ・中 と も氷泳 は施設 と合同で 指導に 当た り5時聞 を予定 して い る。

  中学生 の ベ
ッ ド児 に対 して は週 1時間 の 体育 理論 と保健学習 を実施 して い る。

．※ 中学部，1・2 ・3以外 の 各 グル ー．プ は複数担 当で 指導 して い る。
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　［山形県立上山養護学校 ゆきわ り分校］（昭和 53年度〜同55年度）
ll2）
　 中学部軽度 ・重度生徒

対象の 混合学習の年間指導計画表 （表3）

年 　　　　月 4　 　 5 6 7　　 8 910 　　 1112 　 　 1 2　 　 3

A ソフ トボール   すもう  隊 競技  鉄棒  ハ ン ドボール  バ レ
ーボー

ル  ハ ン ドホッ ケー 

B
マ ッ ト運 動  

　 　 　 ソ フ トボ ール  

懺

技  
サ ッ か   ハ ン ドボール  バ ス ケ ッ トボール   と驪 黠 晦

　　 上記 の 年間指導計画表 における配当教材 に も見 られ る よ うに
， 採用 された指導教材に は ， 障

　 害に適応 させ るた め の 体育的配慮 で ある原教材 の 修正 ・変形と い う工夫が見 られ た 。

　　 球技を中心 とした新 しく開発された と思われ る教材名 （発表年） を挙げる と
， 次の よ うな も

　 の が ある 。

　　 ［野球型教材］ ： ゴ ロ 野球 （愛知県立名古屋養護学校， 昭48）
‘3）．

， 座位野球 （青森県立八 戸第

　
一

養護学校 ， 昭52）“）
，

ハ イハ イ野球 （山口 県立防府養護学校分教室 ，昭52）‘5）
，ゴ ロ ゴ ロ 野球

　 （奈良県立明 日香養護学校，昭55）
4e

［サ ッ カ ー型教材］ ： ロ
ー

リン グ ハ ン ドサ ッ カ
ー

（青森県

　 立八戸第一養護学校，昭52）4D
，

ゴ ロ ハ ン ドサ ッ カ ー （宮城県立船岡養i護学校 ， 昭52）48） ［バ レ
ー

　　ボ
ー

ル 型教材］ ： ス ィ
ーリ ン グバ レ

ーボ ー
ル （青森県立八 戸第

一
養護 学校，昭 52）‘9）

，ゴ ロ バ

　　レ ーボール （宮城県立船岡養護学校，昭52）su）
，フ ロ ア バ レ ーボ ール （福井県立 福井 養護 学校 ，

　 昭52）5D
，

ワ ン バ ゥ ン ドバ レ
ーボ ール （北海道旭川養護学校 ， 昭52）52）

， 風船 バ レ ーボール （神
丶
　 奈川県立ゆ うか り養護学校 ， 昭52）ss）

　　　［ホ ッ ケ ー型教材］ ： ホ ッ キ ー （北海道旭川養護学校 ， 昭52）so
，

ハ ン ド ホ ッ ケ ー （山形県立

　 上山養護学校ゆ きわ り分校，昭56）m

　　　［卓球型教材］ ： ゴ ロ 卓球 （宮城県立 船岡養護学校 ， 昭52）56）
，こ ろが し卓球 （北海道旭川養

　 護学校 ， 昭52）su ， 4人卓球 （北海道手稲養護学校 ， 昭56）
Wt

　　　［ラ グ ビー型教材］ ； ラ グダ ビー （神奈川県立中原養護学校，昭59）59）

　　 以上 の 外に
， 多 くの運動教材に創意工 夫が加え られ

， 実践され た こ とを附記 して お か ね ば な

　　らな い が，そ れ らの 教材が そ の まま の状態で 毎年度採用され て い っ た の で は なか らた 。 上記 の

　　ゆ きわ り分校 の A 年度と B 年度 の 年間指導計画の 内容 も示 すよ うに，毎年度対象児ig　・生 徒の

　　実態 の 変化に即応 して教材が精選 され ，か つ 改善されて実践に移された の で ある。
っ ま り，昭

　　和50年代の軽度児童 ・生徒中心の体育学習に お ける指導教材 は
， 球技中心の 傾向が強 く ，

そ の

　　指導計画は ， 毎年度修正 ・ 改善 され る弾力性 の あ る もの で
，

しか も学校 ご との独 自性 の 強 い も

　　の で あっ た と言う こ とが で きる。

　　　イ．重度 ・重複障害児童 ・生徒対象の 学習に お け る指導教材と年間指導計画

　　 脳性まひ を中心 とした重度 ・ 重複障害児童 ・ 生徒の 教育問題 は ， 昭和40年代半 ば頃か ら全 国

　　肢体不自由教育研究発表会 （後年 ， 日本肢体不 自由教育研究大会 と改称）や全 国肢体不 自由教

　　育研究協議会等で 取 り上 げられ ，

6°）
全国的 レ ベ ル で の 検討が 進 め られ る 。 そ の 後 ， 東京 都の 全

　　員就学 （昭和49年度）や義務教育化 （同54年度）等の制度上 の改革 も実施され，発達年齢0〜1

　　歳児か らの 重度 ・重複児 の教育問題が新た に生起 し
，

よ り組織的か っ 科学的な研究が要請され ，

　　こ の 間題 の 研究が本格化す る。
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一

　第24回全国肢体不 自由教育研究協議会第一分科会 （昭和53年度）に て ，「重度 ・重複障害児

の実態は さまざ まで あ り，
そ の教育の 中心 は

， 養護 ・訓練で ある」
60

との 提言が な されたが
， 養

訓 と他の学習と の関係は ， 障害の 程度 に よ り 「表 4岬 の よ う な相違 が
一般 的 に考 え られ て い

た 。 従 っ て ，実際に 展開 され る指導内容 は，多様で あ っ た 。

表4　 学習集団と学習形態 ・指導内容の違い

学 習 集 団 重 度 ・重 複 学 級 重 複 学 級 普 通 学 級

学 習 形 態 生　 活　 学　 習 生活単元学習 教科別 領域別学習

指 導 内 容

の 　割　合

　 　 特設関連学習

養　 護 ・訓　 練

　 教 科 的 学 習
　 　 　 　 　 　 一

養 護 ・訓 辣

小学校 また は中学校

学習指導要領に準ず

る 。 （＋ 特設養護 ・

訓綽）

山形県立上山養護学校ゆ きわ り分校 （昭和55年度）
6）

で は ， 発達年齢0〜1歳程度 は生活及び遊び
，

・1〜2歳程度は健康 ， 社会，言語及 び遊 び，3〜5歳程度は 健康 ， 社会 ， 言語 ， 遊び
， 音楽及 び造形

とい う指導領域が設定され て い た。また東京都小平養護学校武蔵分教室重度重複学級 （昭和58

年度）曲 で は，健康，生活，訓練及 び遊び と い う指導領域が設定され て い た。山口県立防府養護

学校分教室 C グル
ー

プ （昭和52年度）
e5＞

の よ う に 体育が設 け られ て い た場合 は論外で あ るが ，

上記 の 事例の ような場合 ， 体育的な指導 は，通常健康及び遊び の各領域の 中で 実施され た 。 こ

れ らの領域で 指導された体育的な指導内容 を掲 げる と
， 次の よ うで あ っ た 。

　　［保健型活動］ ： 外気浴 ・日光浴 ・ 乾布ま さ つ ・ 冷水まさ つ ・ 散歩 ・ 水遊 び ・ 衣服調整 ・ 手

足顔 の 清拭 ，

 

大 きな声を 出す ，

en
水分補給 ・温水浴

ca）

　　［体操型活動］ 二 背伸び ・深呼吸，
69）

マ ッ サ ージ，al
）

他動的体操 J7z

）

自動的体操
72）

　　 ［遊 び型活動］ ： 〈固定施設遊び〉 ブ ラ ン コ 遊 び ・シ ー
ソ
ー遊び，

73）
遊動 円木遊 び潤 ど ろ ん

こ 遊 び ・砂遊 び ・築山登 り ・鉄棒遊 び ，

75）坂すべ り ・坂 こ ろが り ，

’e）〈遊具遊び〉おは じき入れ ・

ハ ン モ ッ ク遊び ・風船遊び ・羽根つ き ・rピ ン 倒 し ・ボ ー
リン グ遊び ・風船バ レ

ー一ボ ール遊 び ・

積み木遊び ・ すごろ く遊び ・ トラ ン ポ リ ン遊び ・ バ ラ ン ス ボー ド遊び ・ マ ッ ト遊び ・ ゴーカー

ト遊 び ・ サ ーキ ッ ト遊び
，

7D
　
ma） ト ン ネ ル フ ラ フ ープ く ぐり

，

va）
　tsもち ゃ 遊 び，〈音楽 的遊 び〉 わ

らべ 歌遊び ・リズ ム 遊び ，

Sl）〈運動遊び〉い な い い な い ばあ ・ 高 い高い ・ ふ ね こ ぎ遊び
，

ee）
ゆ り

か ご遊び，
ee）

こ ろが る ・か け っ こ ・這 う，
鋤 電車 ご っ こ ・レ ス リ ン グご っ こ ・おい も掘 り，

85）歌遊

びを見せ る ・投げる動作を見せ る ・ ボ ール の動 きを見せ る ・肩車 ・おぶ っ て 動 く ・ジ ャ ン ボブ

ロ ッ クを崩させ る ・他動的創作ダ ン ス ，
e6）
〈季節的遊 び〉そ り遊び，

a7）水遊 び
ee）

　　 ［養訓的活動］ ： 他動的体操 ・他動的前転 ・他動的寝返 り，
eg）
腕立 て ・し ゃ がみ姿勢の 保持 ・

平均台にまた が っ て の 体幹支持，
9°）
紙や ぶ り ・ 粘土遊び ・ 玉入れ ，

91）
浮き輪遊 び ・ 乳母車遊び ・

カ ーペ ッ ト遊び ・ 手渡 し遊び ・ ペ タ ル ス イ ッ チ 遊び 岬 座位 ・立位 ・四 っ 這 い ・膝伸ば し ・肘

伸ば し ・歩行訓練 ・車椅子訓練 ・ 三輪車乗 り ・ 階段昇降 ・魚 つ りゲ
ー

ム ig　93）　SC）
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　こ の遊び の研究は，障害の重度化，重複化が顕現 し始 めた昭和 40年代半ば 頃か ら，乳幼児教

育にお ける遊 び指導，他の 障害教育に おける遊 び指導，ある い は遊びに関す る内外の 諸報告等

を参考に漸次活発化す る 。 同50年代半ば以 降，重度 ・重複障害教育の 中心教材と して遊 び は定

着す る が
，

そ の教材化 に当た っ て は
， 遊 び の構造化 と発展 の順序

95）対象児の 発達段階と の 関連

性等
95）が 検討 され ， 教育効果の 高い遊 びが低次な遊びか ら高次な遊びへ と教育課程 の 中で 構造

化 ・系統化され，指導に移され た の で あ る
。

　（4）　指導法に係 わ る動向　　　　　　　 一

　昭和 40年代半ば以降 従来か ら問題 に され て きた諸事項 ，
つ ま り，

グ ル ープ編成 の 方法 ， 施

設 ・設備及 び教材の 改善と工 夫，養訓に関する指導等 の 指導法上 に係 わ る事項が ，障害の 重度

化 ， 重複化傾向の強ま りに伴 い
，

い っ そ う重視 され て い っ た 。 以下 ，
こ の 3点 に つ い て 概観す

る。

　 ア．多様な グル ープ編成

　グ ル
ープ とは学習集団の こ と で あ り ，

そ の編成 に は大 き く二 っ の 形式が あ る 。

一
つ は

， 学校

教育全体 の 中で の グル
ー

プ編成で あり， 他 の一
つ は ， 教科ある い は領域の 指導を行 な う場 合の

グ ル
ー

プ編成で あ る 。 こ こ で は，後者を問題にする 。

　体育指導 は， 通常の 単一学年や単一学級 を対象に行な う単独指導形態の 外に
， 複数学年 の 合

併や学部全体で 行な う合同指導形態及び両者の混合指導形態に よ っ て実施さ れた 。 多入数の 場

合や小学部低学年 ， ある い は重度 ・重複障害学級で は
，

一般的に単独指導形態が と られ ， ある

特定時間に 個別指導 と集団指導の 両者 を重視 して行 な う場合に は ， 混合指導形態が とられ た 。

障害が重度化 ， 重複化すれ ばする ほ ど個別指導が 重視され たが ，
こ の 混合指導形態 に も見 られ

る よ うに
， 個別指導 が重視 されればされる ほ ど集 団指導 もまた重視 された 。 そ の 背景 に は，

「どん な重い 子で も，子 ど もど う しの ふ れ合い によ っ て生ず る相互刺激が 子 ど もの 発達 に不可

欠で 」，
9’）厂人間 は集団の 中で こ そ発達す る」

ge）
と い う集団保障論的発達論や，　 「体育は集団活動

を通 して の 学習に特徴が ある」
99） とする体育学習特質論が あ っ た 。

　上 記の よ うな特定 の指導形態が 編成 さ れ る と
，

そ の特定 グル
ープ が さ らに 小さ な グ ル

ープ に

分け られ て 通常指導 され た 。 効率よ く適切な指導を行な う、た め に
， 障害別 ， 能力別 ， 機能別 ，

ある い は これ らの 混合 に よ るグル
ープ編成が行なわれた 。 例えば ， 単独指導形態で は ， 愛知県

立名古屋養護学校高等部の 「種 目ごとに生徒の 運動能力を中心 に発達段階 に即応した グル ープ」

指導，
1°°）

合同指導形態で は ，長野県立 稲荷 山養護学校高等部
1°1）

や長野県立 諏訪 養護学校小学

部
’  たおける異質の グル

ー
プ編成指導 ，北海道旭川養護学校中学部の 運動機能別グル

ー
プ編成

によ る指ig，’°S）佐賀県立金立養護学校中学部の 能力別 グル ープ編成 に よ る指9 ，
i°S｝

混合指導形態

で は
， 東京都立小平養護学校武蔵分教室 の重度 ・ 重複障害児童 ・ 生徒を対象 とした合同集会の

指導等，
IOS）

それ ぞれ多数の 実践事例を挙げ る こ とが で きる 。

　イ．施設 ・設備及び教材の改善と工 夫

　施設 ・設備関係で は
， 体育館に 暖房設備を設けた り

一
Jl

°6）
運動場 と は別 に 遊戯広場を設 ける

1°D

学校が漸増 した こ と，また多 く学校で は，教室や プ レ イ ン グ ル
ーム に じ ゅ うたん や カ ーペ ッ ト

等の 敷物 を敷 き始 めた こ と
，

1°S）
学校に よ っ て は ，教室用電話 や教室用 トイ レ を附設 した り，

！°°）
　if

室内に砂場を設 けるよ うにな っ た こ と等
1 ユ゚）注 目すべ き動向が見 られ た 。

こ れ らの 動 き は，障

害の 重度化，重複化に伴う動き で あ り，こ の 障害の 種類や程度 の 変容は，教育の 内容 や方法だ
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けで は な く， 施設 ・設備に至 る ま で 発想の 転換を迫 っ た の で あ っ た 。

　肢体不自由体育の戦後 に お ける教材の 開発は
， 当初体操型 の運動か ら始 め られた の で あるが，

昭和 40年代 に は
，

そ れが球技型 の 運動に 移 っ て い っ た の で あ る。
こ の球技型の運動に つ い て の

開発事例 （運動の名称）は先に述 べ た の で ，こ こ で は，それ以外 の 若干 の 事例を掲 げる こ と に

す る 。

　 ［体操］ ；身体障害児体操 ，

t’1）
お い もほ り体操 ・の び の び体操 ・ト ン ト ン 体操 ・バ ク シ ョ ン

体操
u2）

　 ［陸上競技］ ： ス ウ ェ
ー

デ ン リ レ
ー
，
113）

円盤投げ
114）

　 匚格技］ ： ゆ うかり剣道 ll5＞

　 ［遊び］ ：屋内大型 運動遊具 に よる遊 び
16）

　な お ， 用具 の 工夫 は ， 既存の 材質や形状の 改良と補助具の 開発 に向 け られた もの で あ っ た 。

ま た ル ー
ル の 工 夫は，軽度障害児童 ・生徒！こ伍 して 重度障害朔）見童 ・生徒も参加 で きる よ う に

するた め の 配慮 か らで あ り， 構成人数，障害の 種類や程度等 に よ る役割に 係わ る ル
ー

ル の 改良

に あ っ た 。

　 ウ．養訓 に 関す る指導 へ の 配慮

　養 （肢）小 ・中要領にお い て ， 「養護 ・訓練に関す る指導は
， 養護 ・訓練の時間は もちろん

，

学校 の 教育活動全体を通 じて 適切に行 な う」
1’7） ものとされ ， 体育の指導に 当た っ て も， 「特 に

養護 ・訓練と の 関連を密接に図 る こ と」
118）

が求め られ て い た 。 こ うした こ とか ら，体育科に お

け る養訓 に 関す る指導 （以下 ， 養訓的体育指導 と呼称） も
， 他教科 の そ れ と同 じ く

，
全 国的な

各種研究会や協議会等で 討議 され る。 そ の 結果，養訓的体育指導 は， 「教科本来 の 目標達成 に

支障を きた さな い 範囲 と程度 におい て 行 う」 もの で あり，体育の学習活動に必要な動作の 習得 ・

改善及び体力の 向上を目指す ため の 指導で
， そ の 取 り扱 う動作は応用動作及 び目的動作で あ る

とされた ．

119）　12°）こ の指導は，養訓 の 時間にお け る指導の 充実 と並行 し て定着傾向を 示 した が ，

昭和50年代半ば頃か ら重度 ・重複障害教育問題 とか らん で 新 た な展開が模索 され て い くこ とと

な っ た 。

　 こ の養訓的体育指導 と係わ っ て 若干の 問題を附記 して おきた い 。 そ の一
っ は

， 体育 と養訓 と

の相違点が検討され，そ の結果，体育 の 在 り方や意義が再確認 された こ とで あ る。 換言すれば，

こ の 体育 と養訓 との 関連問題 は
， 体育 自身を見 っ め直す機会を与え た こ とに な り， 体育 の 新た

な発展 に寄与する こ とにな っ た の で ある。 そ の 二 は，当初運動機能の向上に主力を注 ぎがちで

あ っ た指導に， 「心身の 適応」 が加え られ，そ の 指導に 深みを加えた こ とで あ る。 山本 も指摘

して い る よ うに
，

121） こ の 心身の 適応を加え て の 指導 は
， 運動機能や 運動能力の 向上 に伴 い 行動

に お い て も改善が認め られ るよ うに な る こ とか ら， 養訓的体育擣導上留意すべ き事項 の
一

つ に

考え られ る よ うに な っ た ので ある 。 そ の 三 は，体育 と養訓 と の 関係をよ り密接な関係に した こ

と で ある 。 養訓主体の 重度 ・重複障害教育 で は
， 体育的な要素が深 く係わ っ て養訓的な要 素の

中で統合的に 指導され
， 時に は，中心 的教材と もな っ て 指導 され た の で あ る。

IV　 おわ りに

　昭和40年代半 ば以降 の 改訂要領時代 に お ける教科体育 を中心 とす る肢体不自由体育 の 実態 と

そ の 特質の
一

端を検討 して きたが
， 若干の所見 も得られ た の で

、
そ れ らを まとめ て 本稿 の 結語
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と した い c

　1．昭和40年代半ば と同50年代半ばに ，二 度に わ た っ て 小学部，中学部及 び高等部に 係 る各要

領が公示され る
，

こ れ らの要領に は
， 次の よ うな一般的及 び体育的特徴が 見 られ た 。

　 ア ．各学部が対応する小学校，中学校及 び高等学校 に 係る各要領 へ の 準拠 の 強調 。

　イ．障害の 重度化 ， 重複化及び多様化 に対応す る指導 の 弾力化の 強化 。

　 ウ，教科体育の再生 と新領域養護 ・訓練の導入。

　エ ：体育の 重要性の強調 ， 特に体力の 向上 に関する指導 ， 養護 ・訓練 に 関す る 指導 （養訓的

体育指導）及び健康 ・安全管理 と指導等に関する配慮の 強調q

　2現 場に おけ る体育教育を概観 した とき， 次の よ うな実態 と改訂要領時代 の 特質 と も言 え る

動向等が 見 られ た 。

　ア．当初体育 と養護 ・訓練は
， 時閹割上 同

一時間帯に組ま れ る傾向に あ っ た が
， 昭和 5Q年代

丶

に入 る と
， 両者 は，漸次一線 を画 して 組 まれる よ うに な る。同60年代初め に は，小学部 1〜2時

間，中学部及び高等部 2〜3時間の 週授業時数が定着傾向を示 した 。

　イ．重度 ・重複障害児童 ・生徒の 体育的な指導で は ，体育観 の拡大 ・ 深化 （生命 の 維持 ・生

き る力の 増進） ， 発達保障思想 の導入 と普及 ， 目標の 個別化，体力 の 向上 の 強調等，指導 目標

に係わ る新 し い 動向が生まれた 。

　ウ．軽度障害児童 ・生徒を中心 と した体育 の 指導内容は
， 球技中心 の 傾向が強 く見 ら れ た 。

そ の 指導計画は ，毎年度修正 ・ 改善 され た も の で
， 学校 ごとの独 自性 の 強 い もの で あ っ た 。ま

た重度 ・重複障害児童 ・生徒の 体育的な指導 ば，健康及び遊 びの 各領域の 中で行な わ れ た，な

お，こ の指導と関連 して ，昭和40年代半ば頃か ら遊 び，の 研究が 活発 化 し，同 50年代 半ば 以降 ，

遊 び は，重 度 ・重複障害教育の 中心教材 と して 定着 し，教育課程の 中で 構造化 ・系統 化 され て

い っ た Q

　 エ ．指導法上で は
， 多様な グ ル

ープ編成の 模索 ， 施設 ・設備及び教材の 改善と工 夫 ， 養護 ・訓

練 に 関す る指導 （養訓的体育指導）へ の 配慮等 が強調 され，注 目された 。
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